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事業タイプ

経費区分

山ぎわ集落の山と農地境に電気柵の整備、および捕獲用の
檻の整備をする。また、有害鳥獣駆除の申請のあった地域
に檻を設置し駆除を行う。
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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

鳥獣害鳥獣害鳥獣害鳥獣害のないのないのないのない里里里里づくりづくりづくりづくり推進事業推進事業推進事業推進事業（（（（電気柵等設置補助電気柵等設置補助電気柵等設置補助電気柵等設置補助））））

開始年度 0 終了年度 9999

目的 鳥獣害対策を講じることで、市民の安全安心、農地への被害を防止し、鳥獣害のない里づくりを目指す。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計

画
計

画
計

画
計

画
）） ））

事業名

部署名 農林政策課

 鳥獣害防止の対策として、電気柵（県2/6・市1/6・地元3/6の整備をする。

事業コード

1454

概要

法令
根拠
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

補助（県）事業

補助費等

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

電気柵設置した総延長距離 目標値 38000380003800038000 40000400004000040000 42000420004200042000 44000440004400044000 46000460004600046000ｍ

実績値 38180381803818038180 43180431804318043180

鳥獣害による水稲への被害面積 ａ 目標値 600600600600 600600600600 550550550550 550550550550 500500500500

計算
根拠

目標面積における水稲共済による被害面積の割合

実績値 651651651651 413413413413

達成率
（％）

92.292.292.292.2 145.3145.3145.3145.3

実数値

ランク BBBB ＡＡＡＡ

活力ある産業と賑わいのあ
るまちづくり

持続性のある農業を確立す
る

農業

基本目標 属性 基本施策

農業・農村の再生

実施施策

1031

「鯖江ブランド」づくり 産業活性鯖江ならではのものづくり

重点施策 分類（大） 分類（小）

711
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

農作物被害も年々増えているため。根
拠

事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

市全体として被害防止対策に取り組む必要があるため。根
拠

根
拠

有
効

性
効

率
・
効

果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ない

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

被害を0にすることは出来ないので、今以上にコストを削減する余地はない。根
拠

すでに県の補助を活用しながら財源を確保している。

根
拠

現状では被害は減少しているが、自然環境、天候の変化等によりイノシシの出没
数が予想できないため成果の向上の余地はない。

根
拠

山ぎわ集落の山と農地境に電気柵の整備および捕獲用
の檻を設置し駆除を行うことで農作物への被害防止、
地域住民の安全安心の確保に取り組む方向性を維持す
る。

維持維持維持維持

平
成

2
4
年

度
取
組

み

【平成25年度　方向性】

山ぎわ集落の山と農地境に電気柵の整備および捕獲用
の檻を設置し駆除を行うことで農作物への被害防止、
地域住民の安全安心の確保に取り組む方向性を維持す
る。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他
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